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応募者番号：4739屋内こども広場設計・施工業務及び管理運営業務

ほっと、もっと、ずっと、まちなかの森

木の香りとぬくもりの中で子どもの豊かな感性を育みます。

いつでも、気軽に利用できるいごこちのよい場をつくり、

多様なあそびと切れ目ない子育て支援を提供します。

「まちもりＧＯ」
“気軽に便利”を実現

年間100回以上開催！
多様な事業を企画・展開します。
子どもたちと「木育」と出会いを生み出します。

私たちのミッション

 子どもたちが“木”と出会い・あそび・学ぶ“ほっと”な広場をつくります。

 まちの魅力と価値を“もっと”発見・発信し、ファンをたくさん増やします。

 地域の子育てに、そっと“ずっと”寄り添い、あたたかく支援しつづけます。

子どもたちのにぎわいが“縦の道”を通ります。

広場の中を流れる“いばリバー”
屋外へと流れていきます。

子どもたちの野性を引き出す まちなかの森

～フィジカル✕デジタルコミュニケーションによるインクルーシブこども広場～

「茨木キテさん」
“茨木ファン”を増やします

「育児コンシェルジュ」
地域の子育てに寄り添います

「うねる大地」が育む「あそびこなし」 ～使い方を発見し育てていく～
 足の裏から伝わる質感と学び ～身体全体で大地と対話する～
「木らしさ」に触れて森を想像する ～大きな自然への創造力を育む～

茨木市の誇るべき魅力である緑豊かな景観をイメージし“まちなかの森”として再現します。屋内施設でありながら、
自然や大地のエネルギーを感じられる空間で、雨の日でも、わくわく・ドキドキの外あそびを楽しむことができます。
～本能であそび・身体で学ぶ～ 私たちは子どもたちの野性を引き出し、「生きる力」を育みます。

＜屋外あそび場＞
ここには、子どもたちが大好きな“砂場”があります。
長く長く続く「遊具つながる」と連携したあそびの仕掛けがたくさん！

「さぁ、今日は何してあそぶ？」 「何しよう？」

砂場は、１歳児から各年齢によってあそび方が異なる魔法のあそび場。
子どもたちはそれぞれの育ちに合わせ、自らあそびを見つけ、挑戦します。
砂の質量、道具の使い方、造形、造形を使った想像など、そのあそび方は
子どもたちの笑顔の数だけあるのです。
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